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要　　旨
　本稿では，海外の複数国に滞在した経験のある日本人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行
い，複数文化圏を経験することにより「相互文化的コミュニケーション能力」がどのように獲得され，
またどのように変化し，さらに「相互文化的仲介者」としてどのように周囲に還元されているのかを
段階的に記述分析した。その結果，ケース毎に「相互文化的仲介者」としての行動は異なるが，複数
文化圏での経験が彼らに大きな影響を与えていることが確認できた。「相互文化的仲介者」であるこ
とはまさに，世界で活躍するグローバル人材であることにつながる。そこに言語能力が欠かせないこ
とは我々の一連の研究で示した通りだが，複数文化圏での経験がよりグローバルに活躍する人材を育
成するために非常に有効に働くという実例の一端を示せたと言えよう。
1．はじめに
　我々はここ数年，海外在住経験がある日本人サッカー選手を対象に，異文化環境にどのように適
応していったのかをインタビュー調査によって明らかにすることを試みてきた。異文化適応の過程
は多種多様であるが，我々は特に言語によるコミュニケーションの側面に着目している。一例とし
て，石川・北村（2018）では海外の同一国に長期間滞在した日本人サッカー選手を対象に，Byram
（1997）の「相互文化的コミュニケーション能力（Intercultural Communicative Competence）」が
どのように獲得され，向上したのかを主に言語能力との関わりから分析した。「相互文化的コミュ
ニケーション能力」とは〈態度〉・〈知識〉・〈解釈と関連づけのスキル〉・〈発見と相互交流のスキル〉・
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〈クリティカルな文化意識／政治教育〉の 5つの要素のモデルからなり，「様々な文化の中で社会化
されている人々の間を仲介する能力」と定義されているものである（日本語訳は細川英雄監修（2015）
を参照）。分析の結果，日本と滞在国以外の文化にも触れることによってクリティカルな文化意識
が向上した例などから，土地を移動して複数の文化に触れることでより「相互文化的コミュニケー
ション能力」が向上するという可能性も示した。また，日本に帰国したことでクリティカルな視線
がより明確になるような例も観察された。
　Byram（2008）では最良の仲介者を「一方では自己の社会において自言語と様々な言語変種，自
己の文化とその社会の内部の様々な社会集団の文化との間の関係を理解しつつ，他方では，他の言
語（言語変種）や他の文化との間で，仲介者として行動できる人々」と述べている。この観点から，
複数の文化圏を経験することで「相互文化的仲介者」として行動できる人材が育つことが期待され
る。そこで本稿ではこれまでの研究の蓄積をもとに，同一国ではなく海外の複数国に滞在した経験
のある日本人サッカー選手を対象として，複数の文化圏を経験することにより「相互文化的コミュ
ニケーション能力」がどのように獲得されたのか，またどのように変化していったのか，さらにど
のように周囲に還元されているのかをインタビュー調査から記述する。同一国での滞在経験のみの
調査結果は日本と滞在国との間に存在する言語や慣習の違いという二項対立的な議論に陥る可能性
を排除できないが，複数国の海外在住経験者のインタビュー分析からは，それぞれの土地の言語や
考え方，思考といった違いからクリティカルな文化意識が生まれ，「相互文化的コミュニケーショ
ン能力」の獲得や向上，「相互文化的仲介者」としての行動を記述することが可能となると考えら
れる。
2．分析の方向性とデータの収集
　本研究ではこれまでも，世界各地でプロサッカー選手として現地のチームに所属している日本人
選手を対象に延べ 100名近くのインタビュー調査を行ってきたが，今回は，複数の国に滞在したこ
とがある 4名を抽出し，その複数回分のインタビューを分析データとした。分析結果はライフストー
リー研究の手法を用いて記述し，ストーリーラインを抽出する。
　インタビューは半構造化面接法を用い，事前に準備したインタビューガイドをもとに実施した。
インタビュー協力者には倫理的配慮として，取得したデータは研究目的以外には使用しないこと，
個人情報は守秘され，プライバシーを侵害したり不利になるように使われたりすることはないこと，
インタビューは録音し文字化してデータとすることを説明して，同意書を取った。
3．インタビュー分析
　ここでは，協力者のインタビューを提示しながらライフストーリー研究の手法を用いて記述し，
ストーリーラインを抽出する。なお，インタビューの時期は，便宜上 20X1 ～ 20X4 年のように示
すが，20X1年が 1回目のインタビューを行った年であることを示しているに過ぎず，すべてのケー
スにおける 20X1年が同じ年を表すわけではない。また，日本以外の滞在場所については，個人情
報保護の観点から非公開としている。
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3.1　ケース 1：A選手
インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 19歳 X国 現地
2回目 20X2年 5月 19歳 X国 現地
3回目 20X2年 11月 20歳 X国 現地
4回目 20X3年 5月 20歳 Y国 現地
5回目 20X3年 12月 21歳 Z国 日本
6回目 20X4年 9月 21歳 Z国 現地
3.1.1　初回インタビュー（20X1 年 11 月，19 歳）
　Aは高校卒業と同時に X国へ渡りプロサッカー選手としてのキャリアをスタートさせた。初回の
インタビューは海外滞在歴約 1年，X国の 2部リーグに所属していた時のものである。同じチーム
に所属していた A より 5 歳年長の日本人選手と同時にインタビューを行ったこともあり，発言は
多くなかったが，英語の通用度があまり高くはない X国において現地の監督やチームメイトとの
コミュニケーションがそれほどスムーズではなかったことが伺える。
A―1―1：サッカー中に使う言葉（現地語）は，けっこう限られてるんで，だいたいは覚えまし
たね。（でも，チーム内でのミーティングで）自分たちに関係するところは，あとで英語でき
るヤツに聞いたりして。結局また聞きなんで，間のヤツの一意見というか個人的な主観が入る
んで，はっきりとは（ミーティングの内容が）分かったことはないですね。
　X 国は決してサッカー強豪国ではないため，滞在している日本人選手の多くはこの国からのス
テップアップが目標となる。Aも同様に考えており，今後も海外でのキャリアを続けていくこと，
そのための課題が前向きに語られる。
A―1―2：1部リーグのトライアウトか，別の国の，まあそんな良い国には行けないかもしれな
いですけど，トライアウトを受けて，確実なステップアップがしたいですね。で，3年，4年
5年後にはもっと（サッカー強豪国へ）行きたいです。（…そのために）目に見えてフィジカ
ルがないんで，身体作りと，この十何試合で決定機を 15本ぐらい外してるんで，そういうの
をしっかり決めきるメンタル，そういうところですね。
3.1.2　2 回目インタビュー（20X2 年 5 月，19 歳）
　前回のインタビューの後，Aは同じ X国 2部リーグ内で移籍した。滞在歴も 1年半になり，現地
語でのコミュニケーションに手応えを感じているようである。
A―2―1：現地語でちゃんと伝えたり，ボキャブラリーも増えたんで，半年前よりは手応えは確
実にありますね。僕も英語が得意ってほど得意な方ではないんで，それなら向こうが得意な現
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地語で，僕が理解していった方がいいのかなと思いますし。半年前よりだいぶスムーズになり
ました。
　ただ，移籍してこの半年，プロサッカー選手としては順調とは言い難かった。試合に出られない
ことも多く，そのことで「チーム内の地位が下がる」という状況を経験する。言葉が話せたとして
も，サッカーの実力がなければまわりからは認められない。
A―2―2：チーム内の地位っていうのは，やっぱり目に見えて前よりは下がってる。試合に出て
ないし，僕もあんまり意見言う方でもないんで，口論にもならないし，話さないっていう感じ
だったんですけど。まあ，自分で解決できるところが多いんで。この半シーズン，サッカーし
ててわかったことは，自分が結局力があれば，勝手に認められる。それこそ 1年前ここに来た
ときは，言葉何一つわからないけど，サッカーだけでみんなが寄ってきたんで，力があればで
きるんじゃないかっていうのはずーっと考えてて。（中略）試合出ちゃえば 11対 11で物事が
進むんですけど，出れないってことは練習や普段の生活なんで，一人のことなんで，一人で自
分でやるトレーニングに対する心持ちは，すごいなんかもっとこうした方がいいんじゃないか
とか（考えて），コツコツやってます。ずっとやってたら変わっていくんじゃないかなと。
　高校卒業と同時に若いうちから海外に挑戦しているということについてはメリットもデメリット
もある。試合に出られず，試合経験を積むということが難しい時期であったが，日本ではない場所
でサッカーをすることについて前向きに捉えている。
A―2―3：全く僕はサッカーに関して勉強したことがないんです。ただ自分の感覚でやってきた
だけなんで，実際例えば（日本の）すごい大学出てる人とか，今まですごい人から教えてもらっ
てきた人とかと話すんですけど，やっぱり僕は何も知らないんですよ。ああそうなんですかと
いうことだけで，それに対して何か付け加えて，こうですよね，みたいに言うこともできない
し。やっぱりそこの差っていうのは，日本っていうサッカーの良いインフラがあるところでサッ
カーを学んでるからそういう話ができるんだな，理解してるからできるんだなと思いますね。
でもそれでも，僕は，それをわかった上で，来てるので。
　今後のビジョンについて，まずはひとつ上のカテゴリーを目指し，試合に出て点を取ることが次
につながると考えている。
A―2―4：次のトライアウトもこの国に帰ってきてここで受けるっていうのも決まってるんで，
3回挑戦して 3回失敗してるトライアウトで次は 1部で成功したいなと思ってるのと，そうで
すね，成長するためには，もうずっとここ 1年間ずっとやって来てることをコツコツと，そこ
に向けて。（中略）試合出たかったんですけど，もちろんここでも（試合に出て）成長できる
かなっていうふうには思ってたんですけど，出れなかったのはもう過去なんで，とりあえず 1
部で試合に出れるようなチームに行って，点を取ることが（今の目標です）。
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3.1.3　3 回目インタビュー（20X2 年 11 月，20 歳）
　前回のインタビューから半年後，Aはさらに同じ X国 2部リーグ内で移籍した。この半年間試合
にはほぼ出ていたが，チームはリーグ最下位で非常に状況が悪く，チーム内での人間関係もうまく
いっていないことが伺える。滞在歴 2 年となった A の現地語力は相当に上がっているが，そのこ
とが逆に Aに苦痛を与えることにもなっている。
A―3―1：（現地語は）少しは上達してると思います。最初チームに入り込む時は，だいたい言っ
てることはわかって，受け答えして，暴言も吐けるんで，すごい受け入れてくれるんですけど，
その後ですね，例えば調子悪い日。都合いいときは全部わかるんで，ありがとうとか冗談言っ
たりして返せるんですけど，都合悪いこと言われたときに知らないふりができないっていう。
わからないふりをして，その場をやり過ごすってのができない。わからないふりしたら，いや
あいつ全部わかってるから，みたいな感じになって，そこはめんどくさいなと思います最近。（中
略）褒めてること，悪い点言ってることはだいたい全部わかるんで。いちいち受け答えしない
といけないっていうのがめんどくさいですね。
　崩壊寸前のチームの中で外国人選手として様々な責任を押しつけられる形となり，周囲とのコ
ミュニケーションすら「おっくうになって」きている。
A―3―2：チームの悪い状況とかいろいろ重なって，文句言われるようになったりして。それま
ではチームメイトと話すのも別にしんどくなかったんですけど，そうなってきて，チームメイ
トが自分のミスとかを全部僕のせいにしだしてきたら，なかなか普段でもしゃべるのがおっく
うになってきた。こっちの人はそんなすぐ忘れるんで，いつも通り話しかけてくるんですけど，
結局試合になったら，ああいう感じに戻るよなと思って。
　X国滞在 2年，ステップアップというよりは顕著に悪くなっていく状況の中で，精神的にも限界
まで追い詰められていた。
A―3―3：2年，退屈だったなっていう感じですね。（中略）結局全部，自分で期待して自分で裏
切られてって感じなんで。なかなか難しいですね。（…2年は）長すぎますよね。けど，結局ね，
何も残ってないですよね…。（ステップアップとして他の国へ）行けたら，（この国を）出られ
て初めて良かったなと思えるんですけど，出れないと何も意味ないかなと思いますよね。（…
もちろんこの国のせいではなく）結局，実力あればここから出れてる話ですから。それは運も
いろいろありましたけど，歯車狂っても，戻さなきゃいけないんですけど，戻せない，それは
もう自分のせいですよね。
　サッカーを今後も続けるかどうかすら，この時点では考えられるような状態では全くない。当時，
決して豊かではない X国の下部リーグに所属している日本人選手の多くは金銭的な報酬を得てい
なかった。今後の経歴のため，ステップアップのために家族に負担をかけて海外挑戦をしていると
いう現状で，先の見えない苦悩の中にいる。
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A―3―4：（今後もサッカーを続けるか）わかんないですね。そりゃ行きたいし，やりたいです
けど。そんなに余裕があるわけでもないですし。もはや家族との約束を破ってますからね。最
初は何も（報酬などの条件が）出なかったらサッカー辞めなきゃいけないっていうルールで，
自分も納得して来て，なんで，まあいろいろ考えますね。毛頭（約束を）破るつもりはなく来
たんですけど，ここまできちゃうと重いなあっていう。難しいですね。今から（次のチームを
探して）動こうと思っても結局お金の問題になるし，そんなに余裕はないんで。（中略）また
次どうしようかっていう感じですね。
3.1.4　4 回目インタビュー（20X3 年 5 月，20 歳）
　サッカーを辞めることも覚悟した半年後，A は X 国の隣国 Y 国でステップアップと言えるキャ
リアを掴み，サッカーを続けていた。縁あって移籍期間に隣国 Y 国でトライアウトを受けること
になり，これまで失敗し続けてきたトライアウトを初めて成功させて契約に至ったのだった。X国
と Y国の使用言語は方言程度の差でほぼ同じである。
A―4―1：（現地語について）ときどきやっぱり，ん？ってなるときはありますけど，まあだい
たい難しくないところだったら伝わるようにはなりましたね。サッカーの試合中や練習中は問
題ないです。しゃべれる分だけスムーズに入れて，サッカー面でなじむことにもプラスになっ
てたんで。
　このように言語面では確かにほぼ問題ないが，今回トライアウトを成功させた要因は言葉ではな
い。契約が決まった時点でAの現地語力を知っている関係者はほとんどいなかった。あくまでもサッ
カーの実力で勝ち取った「信頼」であるという自信が伺える。
A―4―2：今回，初めてトライアウトまともに成功したチームなんです。しかも 1日で決まった
んで，チーム的にも個人的にも，僕に対するインパクトはでかかったみたいで，最初から結構
（チームに）受け入れてくれて。その時点で僕が現地語しゃべれるっていうのはほとんど誰に
も言ってないんで，行って試合しただけなんで，そういう意味ではサッカーの信頼は一発で勝
ち取れた部分が大きくて。その後，外国人枠の問題で，ほとんど試合に出てなかったんです。
けどチームメイトは出てなくても存在していることをちゃんと認めてくれてる雰囲気があっ
て。（中略）嬉しかったし。それは今までにないことだなと。
　この当時の状況が半年前から劇的に変化したかと言われればそうではない。チームは 2部リーグ
最下位で降格が決まっており，次のシーズンは外国人選手と契約するつもりがないことも通告され
ていた。先が見えないという状況は変わらない。しかし，自分を取り巻く環境によって自らの考え
方がポジティブになるということを実感している。
A―4―3：試合出れない時期が続いたんですけど，出れるようになってからはまあプレーが安定
して出せたのと，もう 2回致命的なミスをして相当やらかしてるんですけど，その時にも，チー
ムメイトが練習とかでもちゃんと見てくれてるみたいで，気にするな，サッカーだからって言っ
北村雅則・石川美紀子 89
てくれるチームメイトもいたし，（中略）まあ上向いて気にせずやるしかないっていう感情に
はなってるんで。もし前のクラブでそういうことがあったりしたら，こんな感じにはなってな
いと思いますね。どうせ負けてる試合だろっていう，個人的にプレーが良かったらそれでいい
だろっていう感じになって。（今，ミスを）負い目に感じつつ次はチームが勝てるようにした
いな，勝てるようにして（ミスを）チャラに近づけていけたらなっていう感情になれてるのは，
チームの中で僕を取り巻く環境が大きいと思いますね。（中略）置かれてる状況は（半年前と）
結局一緒なんですけど。次に何もないよっていう状況は。このチームとは絶対契約切れるし，
まあ何にもなかったら終わりだよっていうのは一緒なんですけど，次にどうなる，これ出て，
これ活躍して次，次，っていう考え方はだいぶ違ったものになってます，この半年は。
　家族に負担をかけている状況も以前と変わらない。しかし今は「感謝第一」ではなく「サッカー
第一」に考えられるようになった。それも周囲との関係性の部分が大きい。
A―4―4：（X国にいたときは家族について）今俺はどうだろう，何を返せてるか，何をあげられ
てるかていうことを考えて，それしか見えてなかったんですけど，逆にあれですよね，感謝っ
ていうよりは，責任感に近い，義務に近い感情ばかりがあったんですよね。もう今こっち（Y国）
に来て，試合出れなくても気丈に振る舞おうって思って，それはもうチームメイトとサッカー
でちゃんと関係が作れて，コミュニケーション取れてたからなんですけど，気丈に振る舞って
なんとか来たチャンスを掴もうってことを考え出してからは，そういう義務とか責任とかでは
なくて，ちゃんとした感謝を，もう今は仕方ないっていうのを家族も分かってるだろっていう
のに気付いて。（X国にいたときも）家族はもちろん分かってくれてたのに，分かってたとし
ても，僕はこれじゃダメだっていうのしか考えられなくて。もうこっちに来てからは，分かっ
てくれてるんだから，それに対して後々何ができるんだろう，次何か残して，次で次で，感謝
伝えられたら良いんじゃないかなと思って。サッカー第一がちゃんとできてる，という状況で
すね。今までは感謝第一，家族のことを思ってしまって，息が詰まるような状況に自分でして
たんですけど，今はガラッと変わって，サッカーをして感謝をどうにかできるようになりたい。
感謝できる立場ですら今はない，サッカーがんばらなきゃっていう考え方に変わりましたね。
　次のシーズンどこにいるかわからないという不安定さは常につきまとうが，プロサッカー選手と
して報酬を得て，家族を呼んで自分が海外で活躍する姿を直接見てほしいと話す。
A―4―5：どうなってるかわかんないですね。ほんとによくわかんないですね。これを（移籍期
間のたびに）5回もやってるわけですから。（中略）当面の目標は，（同じ国での）長期滞在と，
誰かを招くこと。自分のお金で誰かに来てほしいですね。今の目標は。
3.1.5　5回目インタビュー（20X3年 12月，21歳）
　Y国での契約が切れた後，Aに劇的な転機が訪れる。これまでとは違う地域の Z国 4部リーグで
プレーすることになり，環境が大きく変わることとなった。Z国の公用語は英語ではないが，豊か
な国で移民も多く英語の通用度が非常に高い。今回のインタビューはシーズンオフの期間中に日本
複数文化圏経験による相互文化的コミュニケーション能力向上の記述分析90
で行った。
A―5―1：チーム内は外国人が半数を占めてて，そのほぼ半数の人が現地語が分からないんで，
監督もチームメイトもチーム全体で話すときは英語です。ミーティングも英語ですね。現地の
選手が質問したときは（監督は）現地語で，アメリカ人がこれは？って聞いたときは英語で返
事してって感じです。チーム全体のこととかを現地の選手が質問するときは英語で質問するし，
監督も英語で返すしって感じですね。
　これまで 2 年半滞在していた地域の現地語は流暢に話していた A だったが，この当時，英語は
流暢とは言えなかった。ただ，Y国でチームの外国人選手とルームシェアをしていた経験もあり，
もちろん全くゼロではない。契約に至った背景には多少なりとも英語力があったようである。
A―5―2：監督とも（英語で）コミュニケーション取れたから，すんなり監督も受け入れてくれて。
（初めは難しかったけれど）日本人で，こいつあんまり英語ができないなって思いながら話し
かけてくれるように，聞き取れるように話しかけてくれるようになって，だいぶスムーズに話
が進んでいくようになって。（中略）今のチームが結構システマティックにやるチームなんで，
コミュニケーション取れることが前提になってて，それの前提をまずクリアできたのと，サッ
カーでまず，全然問題ないっていう感じで（契約が決まりました）。やっぱりちょっとでも監
督とコミュニケーションうまく取れた方が絶対いいなというふうに感じましたね。
　Z国は移民大国であり裕福な国でもあるため，サッカー強豪国でキャリアハイを経験した選手が
キャリア終盤を過ごすというケースも少なくない。Aのチームにも経歴のある年長の選手が多く，
高校卒業と同時に海外挑戦した Aにとって初めてサッカーを学ぶ環境になったとも言えるだろう。
「余裕」と「落ち着きがある」選手ばかりだと Aは語る。
A―5―3：やっぱり今までだと（出場機会がない現地の選手が）外国人選手として出てる僕をス
トレスのはけ口として使うみたいな場面があったりしたんですけど，今回は別に外国人枠もな
いし，（チームが調子よく）勝ってたのもあったんですけど，基本みんな経験積んできて，もっ
と良いとこでサッカーやってきた選手ばっかだったんで。結局全員に落ち着きがあったんです
よね。世間のことも知ってますし，今お前がこの場所でやることはこうだよ，いま上に行きた
いなら今このチームでやることはこうだよっていうのを教えてくれたり。（以前いた国では）
みんな自分で精一杯，手一杯手一杯で，余裕がなく，ストレスを抱えて，結局監督とか僕とか
チーム全体にぶつけて空気を悪くするみたいな人が多かったんですけど，（今は）それがなくて，
自分でプライベートのこととかでストレスを抱えてたりしても，サッカーに対しては真摯に向
き合って，サッカーはサッカーってやる人が多かったんで。余裕が全員にありました。その余
裕が自分にも移ってきて，別に俺，余裕持てる額（報酬）じゃないのになと思いながら，この
余裕はなんだろうと思いながら暮らしてましたね（笑）。だから次がどうなるかとかそんな感
じでもなくて，今しっかりやれば次がしっかりついてくるっていう環境でできたんで，そこは
しっかり。
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　帰国前に契約延長のサインをしていたこともあり，この当時の Aは次のシーズンどこにいるの
かわからないという不安定な境遇からは解放されている。そのことで，オフシーズン中に今までと
は数段階上のレベルでの課題に取り組むことができるようになった。その筆頭が英語力である。現
地語ではなく英語力をつけようと思った理由が語られる。
A―5―4：結局やっぱり行きたいところが最終的にあるから（Aの最終目標はイングランド），じゃ
あそっちに近づいていくんだから，もう何語になろうが結局は英語になるんだろうなっていう
のを感じて。そう思ってサッカーやってきた選手がそこにいる。そう思ってサッカーやってた
人がやっぱり英語しゃべれるんですよね。英語でコミュニケーションをしっかり取れるんです
よね。そういうの見てて，あ，そうなんだと。（中略）今までは僕はそこの現地に行ったら現
地語，現地に行ったら現地語と思ってたんですけど，ああそうじゃなくて，まず何か，ひとつ
ポンとあれば，助けてくれる人がいて，そこから現地の言葉学べるんだなと思いました。（やっ
ぱり英語が大前提だと）今はそう思いますね。
　海外で活動するサッカー選手たちはみな，チームの中での立ち位置をどう確立するか，プレーで
見せるのか言葉を覚えてコミュニケーションを図るのか，試行錯誤する。Aももちろんこれまでは
必死に考えて実践してきたはずである。しかし，このチームでは不思議なことが起きた。それはな
ぜなのか，今はまだ分からないが，幸せなことである。
A―5―5：（リーグ優勝パーティーで，A のちょっとした不注意により酔ったチームメイト同士
のいざこざが起きて）なんかもうピリピリし出したんですよ空気が。（…Aが自らの不注意に
気付き）あ，これ俺だなって（笑）。（中略）で俺が「あ，ごめん俺だわ」って言ったら，もう
その場の空気が，なんか，なんていうんですかね，すぐわかるぐらい「ふわっ」てなって。お
前かーみたいな感じになって，（…怒っていたチームメイトは去って行き，残ったもう一人が）
あいつお前のことリスペクトしてるけど俺のこと全然してないよ年上なのに，みたいな冗談で
みんなのこと笑わして，みたいなことがあって。別に僕，ロッカールームでなにか権限持って
るとかそんなんでもなければ偉そうにしてるわけでもないし，おとなしくして，（中略）ロッカー
ルームで立場的に言えば下の方だったと思うんですよ。けど，結局何かあったときに，許され
たり場を和ませれたり，リスペクトされるのは，結局立場が上とかじゃないんだって。（中略）
自分がリスペクトされてるなんて感覚はなかったんですよ，感覚はなかったんですけど，みん
なから見たら，自分はリスペクトされて良い存在みたいになってたみたいで。ぜんぜん実感な
かったんですけど。そういうこともあるんだ，不思議だなーと。（中略）意識してそんなこと
したわけじゃないんですけど，何か知らないところで勝手にまわりが（空気を）作ってくれて
て，お前ならいいのかなっていう感じにしてくれた。この変な感覚。ああみんなが幸せになっ
た良かったと思って座ってました（笑）。（日本に）帰ってくる直前にそういうことがあって，
ああ良いチームにいれたなと思って帰って来れました。自分だけが幸せになってたんじゃなく
て，自分だけが信頼してたんじゃなくてよかったなと思って帰れたんで，良かったです。
3.1.6　6回目インタビュー（20X4年 9月，21歳）
　前回のインタビューの後，Aはチームの始動とともに Z国に戻り，このシーズンは昇格した 3部
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リーグで戦うことになった。インタビューはシーズン中の 9月，この国に来て 1年少しという時期
に Z国で行った。自主的に英語の勉強をして，語学力には相当な進歩があったようである。
A―6―1：ほぼ困らないないわけじゃないですけどね。チームメイト同士結構仲いいクラブなん
で，街もちっちゃいですし，やっぱりわーっと話してるときに分からないことがあると，わか
んないなーと思ってしまうことはありますけど，サッカーっていうことに限ると，まあほとん
どストレスはないですね。
　カテゴリーがあがって Z国では 3部からはプロリーグとなる。「楽しかった」と話す一方で，さ
らに上のカテゴリーへステップアップするためには移籍しなければならないため「焦り」もある。
インタビュー当時，今シーズンはチームとしては 2部昇格は目指さないという方針が明確になった
時期でもあった。Aとしては「焦り」を感じつつも，そのプレーがチームに悪影響を及ぼすのでは
とも考えている。チーム全体のことを考えるという視点を持つのは初めての経験である。
A―6―2：選手のレベルも監督のレベルもチームのレベルも（以前の 4部リーグと）全然違った
んですけど，やってて楽しかったなと，簡単には勝てないゲームも何回もあったんで，個人的
にも反省するところがすっごく多く出てきて，楽しみにしてた部分は楽しめました。やっぱり。
（でも 4部と）天と地ほど差はないなと思いましたし，やれなきゃいけないっていうのもあって，
たまにすごい焦ってる自分を見て。うわーこれは嫌だなと思ったりもしますし。そこは逆にな
んか，良い意味で，悪い意味でかな，一生懸命すぎて，このレベルだともうちょっとゆっくり
プレーしないと逆に悪いプレーになるし。（中略）いつでもどこにでも引き抜かれたい欲（オ
ファーがほしい）はありますけど，それを前面にプレーに出してチームにリスク与えてってい
うのは，自分で見てて気持ち良くないし，自分で見てて気持ち良くないプレーは他人が見ても
気持ちいいわけないし，それは顕著に見えちゃいましたね。（チーム内のことについて心を痛
めるというようなことは）初めてですね。初めての経験です。
　自分も周囲も自分のことで手一杯な環境であった X国 Y国の 2年半を経て「余裕」がある環境
に来たこと，様々な言語や文化に触れたこともあり，自分の身の回りに起きている事象を観察し理
解しようという姿勢が高まっている。この社会のシステムはどういうことなのかという謎について，
もちろんまだ答えを出すには至ってはいないが，意識としては「相互文化的仲介者」として行動し
つつあることが伺える。
A―6―3：僕に近い世代，今のチームメイトの世代って，移民とのハーフが多くて。そうなると
両親は英語で話してて，お父さんの言語があるしお母さんの言語があるし学校は現地語だから，
3言語話せるのが普通っていうのがけっこういるのを見ると，企業もそれを利用して，すっご
い幅広く活動してますし，すごいなあと。そういうのを見て，チームメイトから話も聞くと，
高卒で良い仕事に就けるのも納得できます。で，高卒で良い仕事に就けるレベルに教育がなっ
てるから，日本の家庭で暮らしてきた 18歳と，別に両親がハーフじゃなくても英語は基本しゃ
べれるような教育をされてきたこの国の 18歳とでは全然違う。全然もう立ち居振る舞いから
違うんですよ。（…でも逆に）日本を見て，18 歳でこれなのに 30 歳でバリバリすごい人とし
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て働いてる日本ってすごいなって思っちゃうんです。（日本は）30歳のときになんなら（この
国より）上じゃないかぐらいのレベルまで行ける，謎のシステム，しかも日本語だけしかしゃ
べれないけど，実際社会を動かしてるレベルで言うと，上なんじゃないかと。すごいなーって
いう。謎のシステムを見つけてしまって。（中略）いろいろ話聞いてて，（今までにいた国と日
本を）比較して，自分の中で経験したことを比較して，知ってることを比較して，チームメイ
トと話したりしたことの中から汲み取っていくと，あきらかに，違いがあって。（中略）ここ
での経験はもう全然，価値観とか，考え方とか，変わるって言うか，いろいろなこと知ります
ね。
3.1.7　ストーリーライン（A選手）
　海外滞在歴約 1年当時の初回インタビュー時は，英語の通用度がそれほど高くない現地において
周囲との意思の疎通がそれほどスムーズではなかったことが伺えるが（A―1―1），滞在歴が長くな
るにつれて徐々に現地語が流暢になった（A―2―1）。しかし，周囲の環境の悪さも相まって言葉が
理解できるがゆえの苦悩も経験する（A―3―2）。国が変わって環境が若干改善されると，A の現地
語力の高さも活かされ，次のステージへの考え方がポジティブになることを実感する（A―4―3）。
移民大国で裕福な国に移籍をしてからは，さらに様々な文化的背景を持つ人々と接する機会が増え，
A 自身も余裕が持てるようになった（A―5―3）。そのような中で，チーム全体を見渡して物事を考
えるようになり（A―6―2），ひいては自らの現在地と過去に経験してきた事例，母国日本との比較
を俯瞰的に眺める姿勢が高まって，「相互文化的仲介者」として行動しつつある（A―6―3）。
3.2　ケース 2：B選手
インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 23歳 X国 現地
2回目 20X3年 4月 24歳 日本 日本
3回目 20X4年 4月 25歳 日本 日本
3.2.1　初回インタビュー（20X1年 11月，23歳）
　初回インタビュー時のBは 23歳，日本の大学を卒業してX国でプロサッカー選手となり，1部リー
グでプレーして約 1年が過ぎる頃だった。やはり最初はプレー中における言葉の問題を避けては通
れない。
B―1―1：いちばん最初困ったのが，指示出す時とか，なんて言っていいか分かんなくて，わか
んねえなあと思いながら（プレーしていました）。あと，俺が，こうしてほしいとか言うのが，
まあ難しかったとか。
　当然のことながら，こちらが理解できようができまいが現地の選手はお構いなく意見をぶつけて
くる。「我が強い」とも感じられるが，逆にそれが若くても自分の意見を持って誰にでも言うとい
う「日本人にはない」姿だと肯定的にも捉えている。そこに対して言葉で返せないのがもどかしい。
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B―1―2：自分が全てという感じ，自分がやってるからいいだろみたいな，自己中的な部分，日
本じゃサッカーやってる人でそんなにいないと思うんですけど。それが強いなと。我が強いっ
て感じ。（でも）そういうところが，日本人にはないなって。チームに U21代表の若いヤツが
いるんですけど，自分の意見とかすごい持ってるし，誰に対しても文句も全部言う。すごいなっ
て。若いヤツでそれができてる。（自分ももうちょっといろいろ言いたいと思うことが）あり
ます。めちゃくちゃあります。言葉必要だなと思います。
　また，滞在初期の頃は日本と現地との練習に対する態度の違いに戸惑ったと話す。試合に向けて
練習から全力で取り組むのが当たり前だという指導を受けてきた日本人選手にとって，現地の選手
の，試合が良ければそれでよいという姿勢は理解し難い。
B―1―3：日本の場合だったら練習から 100％でやれ，みたいに言われるんですよ。それがこっ
ちだと，練習けっこうおちゃらけてるヤツが，試合になると全然違うし。体ぶつけてきたり，
ファールしてくるんです。（だから自分は）試合になると全然（思うようにプレー）できないなっ
ていう。（最初は）戸惑いましたね。大学が練習は 100％でやるっていう厳しいチームだった
んで，練習やんないのとか，なんだこいつはとか思ってたんですけど，試合になると全然違う
んですよ。
　X国は決して裕福な国ではなく，日本から簡単に行ける国でもない。そのような環境で，外から
日本を見るという経験をしたことは，Bのその後に少なからず影響を与えることになる。
B―1―4：ここに来て良かったなというのは，日本が豊かすぎるなっていうのをものすごく感じ
たことです。この国，日本からしたら，ないものしかないですよ。行くとこもないし，やるこ
ともないし，そう考えると日本は，何でも揃ってる。（将来について）来年は違う国に行って，
最終的には日本でサッカーをやりたい。やっぱり（日本で）両親に見せたいっていうのがあり
ますね。ここ，簡単に来れるとこじゃないんで。
3.2.2　2回目インタビュー（20X3年 4月，24歳）
　前回のインタビューの後，オフシーズンを挟んで X国でプレーし続けていた Bだったが，不運
な怪我も重なり帰国することになった。日本での治療とリハビリを経て，20X3年シーズンからは J
リーグでのキャリアをスタートさせる。2回目のインタビューは X国での初回インタビューから約
1年半後，J3のチームでプレーし始めて 3か月ほど経った頃に行った。X国でのことを改めて振り
返り，言葉が通じない分は「プレーで示す」ことで信頼を得たという滞在初期の頃のエピソードが
語られる。
B―2―1：（X国では）結果出したら変わるっていうのは，ほんと日本との大きな差ですね。（…
X国に到着した当初は言葉が通じないため）とりあえずプレーで示した方が早いかなっていう
のは最初から思ってて，（…諸事情によりプレシーズン期間にチームに遅れて合流し）最初は
周りとちょっと差はあったんですけど，そこはプレーでやるしかないなって感じでした。でも
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だんだんボールが自然に来るようになったりはしてきて，そこはなんなんだろう，自分でもな
んでかわかんないですけど。でもちょうどその国のサッカーにも慣れて，チームにも慣れてき
た頃だったのかなとは思いますね。（X国に滞在して）ちょうど 2か月ぐらいの頃だったと思
います。
　Bの海外挑戦は怪我もあり 1年強の期間だったが，日本とは異なる時間の流れの中で，サッカー
とひたすら向き合うという経験をした。人は考える時間がありすぎると，良いことだけでなく悪い
ことも考えがちである。しかしそれも，今まで日本ではなかったことであり，今後のために良いこ
とだったと感じている。
B―2―2：いま思うと，プレーと言うよりは人として成長したというか，なんかいろいろ考える
時間もあったし，将来のこととかもサッカーに関しても今よりは集中できてたのかなと。ずーっ
とサッカーのこと考えられるというのはあったかな。（中略）自分の中で，今までになかった
感情とかもあっちで芽生えたし。日本じゃまず考えないこと考えたり，このままどうなっちゃ
うんだろうなとかいうことも，時間がありすぎて考えたりはありましたね。いろんなことを考
えた。だから行ってよかったなとは思います。
　日本人サッカー選手にも様々なタイプがあり，日本で成功する選手が海外でも成功できるとは限
らず，逆もしかりである。Bはその後の活躍を見ても，日本の方が実力を発揮できるタイプだと言
えるだろう。前回のインタビューで X国の選手は練習は真面目にやらないけれど試合になると激
しいと話していたが，やはり真面目に取り組む日本のプロチームの練習は「やりやすい」と感じて
いる。しかし，そこは逆に「練習ではできるのに試合ではできない」という真面目な日本人選手に
よく見られる傾向もチーム内に指摘する。海外での激しさを経験したBにとっては，そういったチー
ム内の雰囲気に物足りなさも感じる日々だった。
B―2―3：海外も向き不向き絶対あると思うんですけど，俺はどっちかというと日本の方が，み
んな真面目にやってる方がやりやすいなとは思いますね。（ただ）今のチームに関して言うと，
あっちだったらケンカするようなことも全然ケンカしないし，練習でも言い合いとかあっちは
あって当たり前なのに，今のチームは全然しない。（…それに）練習でできるのに試合ででき
ないことだらけで。（中略）メンタル的なこともたぶんあると思うけど。今年，シーズン前ほ
んとめっちゃ良かったんですよ。練習試合も圧倒して勝ってたりして。でも公式戦開幕からみ
んなびびっちゃって。ミスしちゃいけないとか。（中略）ここで活躍すれば（もっと良いチー
ムへの）違う道も絶対出てくるのに，なんかそこに対しての欲とかがない。ステップアップし
たいっていう気持ちが全然感じられない。
　この当時に所属していたのは J3のチームで，当然ここで満足するわけにはいかない。今後はカ
テゴリーをあげてステップアップすることが目標となる。Jリーガーとしての生活は始まったばか
りである。
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B―2―4：日本に帰ってくる決断をしたのは，親に見せたいっていうのもあったんですけど，将
来やりたいことがあって，そのためにまず日本で Jリーガーになりたかった。これからはステッ
プアップするために移籍しないといけないんで，そのために今年 1 年間，もう 4 試合終わっ
ちゃったんで，あと 20何試合しかない。いま俺はそういう計算の仕方をしてます。なので 1
試合 1試合がんばるしかないって思ってます。
3.2.3　3回目インタビュー（20X4年 4月，25歳）
　前回のインタビューから約 1年，Bは引き続き同じ J3のチームでプレーしていた。Jリーガーと
しての最初の 1年は，怪我での休養もあったが復帰後はチームの中心選手として大きな活躍をした。
シーズンオフに監督に請われて移籍せずにチームに残るという決断をし，20X4年シーズンはまさ
にチームの精神的支柱と言って差し支えない立場となっている。チームに対する「責任感」といっ
た部分でも相当な意識の変化が見られ，語りからも充実ぶりが伺える。
B―3―1：去年の夏にポジションが変わってから，チームとして結果が出せるようになって，自
分のサッカー人生においてもすごいやりがいがあるなっていうのを感じた半年でしたね。（中
略）またもう 1年ここでやってもいいのかなっていう，最後は自分なりの考えで移籍しないと
いう決断をしました。（中略）今年に入ってからは，もう初めの段階で監督にお前がダメだっ
たらうちのチームは終わるっていうのをほんとに毎日のように言われてて，シーズン始まる前
ぐらいの時期はすごいそれがプレッシャーになってて。それを相談する人もいなくて，どうす
ればいいんだっていうすごい一人で抱え込む時間が多くて。（…昨シーズンチームの中心だっ
た選手が大怪我で離脱し）そこからもう自分的にはどうしたらいいかっていうのはすっごい試
行錯誤して，このまんまじゃダメだこのまんまじゃダメだって言う思いのまま（開幕前の）キャ
ンプがあって。（中略）ミーティングの時に自分が今悩んでることとか，思ってることを全員
の前でいちばん最初に言って，自分の思いをみんな知ってくれた。（中略）監督も今年は勝負
の年っていうのを分かってくれてて，そういう開幕前の準備ができたっていうのもあったし。
そういうのが今，責任感のようなものにつながっていってるのかなと思いますね。
　また，前回のインタビュー時には，練習ではできることなのに試合ではミスを恐れてできない，
言いたいことが言えない，といったチーム内の雰囲気に苦言を呈していたが，現在は自ら改善に乗
り出している。特筆すべきは，Bの視点がチーム全体に向いていることである。チームとしてどう
あるべきか，意識を高く持つべきだという考えが示される。
B―3―2：チーム状況としてはけっこう良いですね，去年に比べて。あとメンバーも替わったんで，
能力自体も多少は上がってると思うし，まあまだまだ低いことたくさんありますけど，去年に
比べれば練習でできることが試合でもできてる。今うちのスタイルとか含めて全て良い方向に
進んでるのかなと思います。（中略）逆にみんなが僕のことに気を遣ってくれてるんで，もう
自分の意見は絶対通るっていうのはわかって意見言うけど，相手からの意見はなかったり。今，
そういうのは（チーム内で）話してて，言いたいことは言ってほしいと。試合になっちゃうと
若手はあんま言えなくなっちゃったりするけど，こっちはそれじゃわかんない。（若手が多い）
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うちのチームだからこそ今あることなのかなっていうのはありますが，もうちょっと，プロ意
識って言うんですかね，みんなもっとできるんじゃないかなとは思いますね。
　X国でプレーしていた当時はプレーで「結果を出して」チーム内での地位を確立してきた Bだっ
たが，Jリーグの現在のチームでは，試合で結果を出すことはもちろん，言うことは言う，意見交
換をするといった言語によるコミュニケーションの部分も精神的支柱としての Bのチーム内での
立場に大きく影響している。X国は英語の通用度がそれほど高い国ではないため，短期間の滞在で
は言語による充分なコミュニケーションは難しい。Bが日本で成功した要因には，Jリーグで結果
を出せるサッカースキルの高さに加え，言語によるコミュニケーション能力の高さが日本語で遺憾
なく発揮され，「相互文化的仲介者」として存在し得ていることもあるだろう。
B―3―3：今すごい責任感を感じてて。そういう意味では，大学卒業して海外行ったっていうの
が大きかったのかなと。あっちでは結果出して示すしかなかった。その経験があるから余計に
思うんですよ。（日本では）全員と言葉が通じる。通じるのならみんな話そうよと。
　インタビュー当時 25歳，サッカー選手としては決して若くはない年齢ではあるが，様々な経験
を積み，自身の状況を客観的に捉えて今後をより具体的に考えられるようになっている。
B―3―4：少なからず去年と今との自分の心境とか立場とかは全然違って，ようやく今年から J
リーガーになれたんだなっていう感覚は感じます。（でも）もう一個上のランクに行かないと
いけないっていうのもすごい思うし。一個上のランク行くためにはできないプレーをどんどん
できるようにしていかないといけないし，できるプレーをもっと正確にしていかないといけな
い。（中略）今はとりあえず J2は目指したいなっていうのは思ってて，J2でできるだろうとい
う思いも自分の中に少なからずある。J1 はまだちょっと早いですね。年齢が上がってきたと
いうのもあるし，現に他の選手が辞めちゃったりクビになったりっていうのも見てると，サッ
カー選手としてやれてるっていうのがそもそも幸せなこと。一つ一つクリアしてった方がいい
のかなというふうには思って。まあでもそうなるとその時になったらやっぱり J1目指したい
と思ってるだろうし，日本の中でいちばん上なのは J1なんで，将来的にはいちばん上に行き
たいなと思ってます。
3.2.4　ストーリーライン（B選手）
 海外渡航当初，プレー中における言葉の壁はやはり大きな問題であったが（B―1―1），外から日本
を見るという経験はBのその後に少なからず影響を与えることとなった（B―1―3）。Jリーグでプレー
し始めた 2回目のインタビューでは，海外経験から日本のチームの良い部分も悪い部分も見えるよ
うになった（B―2―3）。さらにその 1 年後のインタビュー時には，責任感とともにチームの中心選
手として全体を見渡した発言をするようになり（B―3―1），気になる点については自ら改善を試み
ている（B―3―2）。Bの言動とチーム内での立場は，プレーで周囲に示すことができる高いサッカー
スキルに加え，複数の言語や文化に触れることで育まれた「相互文化的コミュニケーション能力」
によって，「相互文化的仲介者」として存在し得ていることにより成り立っているとも言えるだろ
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う（B―3―3）。
3.3　ケース 3：C選手
インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 26歳 X国 現地
2回目 20X2年 5月 26歳 X国 現地
3回目 20X3年 1月 27歳 X国 日本
4回目 20X4年 2月 28歳 X国 日本
3.3.1　初回インタビュー（20X1 年 11 月，26 歳）
　Cの初回インタビュー時までの経歴を簡単に記しておく。大学卒業後，約 1年の日本での準備期
間を経て，まずヨーロッパのサッカー中堅国（ここでは W 国とする）の 8 部リーグに半年所属，
次に X 国 2 部リーグで 1 年，再び W 国 5 部リーグで 1 年プレーして，20X1 年夏から再度 X 国 2
部リーグのチームに所属している。初回のインタビューは X国 2部のチームで半年が過ぎる頃，C
が 26歳のときに行った。まずはW国 8部に所属していた時期を振り返る。
C―1―1：W国の現地語はまったくしゃべれなかったです。半年間，本当にしゃべれなくて悔し
かったんで，その悔しさをバネに勉強して，でも結局その半年ではあんまり上達しなかった。
だけど人間関係はすごい築けてました。言葉はそこまでしゃべれませんでしたけど，すごくい
い人たちに囲まれて，言語を超えるコミュニケーションがとれていたと思います。だからこそ
言葉をもっと覚えて，もっと深いコミュニケーションがとりたいなと思ったから，それが勉強
しようというモチベーションの一つにはなりました。（…試合中の言語の必要性は）8部リー
グっていうのもあるし，そんなレベル高くなかったんでそんなに感じてなくて。もう，ほんと
しゃべれないからプレーで示そうみたいな。逆にもうほんとこの状況でできるのはプレーで示
すことだから，それを言語で投げかけるんじゃなくて，もちろんちゃんと勉強するけど，今で
きることは言葉以外で伝えることだからと思って。ま，それは今も変わらないですよ。完璧に
コミュニケーションがとれない以上，そこが一番だと思うから。
　W国で半年過ごした後，初めて X国に来た当初のことが語られる。それぞれの現地語は全く違
う語族に属しており，特に X国は英語の通用度がそれほど高くはない。現地語を「話すしかない」
状況になり，現地語力が劇的に成長することになった。
C―1―2：いやほんとに来たばっかのときは，現地語全然わかんなかった。それこそ，当たり前
なんすけど，ほんとに何にもわかんないとこ来たなって思って。W 国のチームには日本人が
何人かいて，なんとかなってたんですけど，（X国で所属したチームでは）日本人は一人の状
況になって，もう話すしかない。現地のルームメイトがたまたま英語話せるヤツだったんで教
えてもらったりして，そこでなんか言語の劇的成長で，いきなりしゃべれるようになって，自
分でもびっくりしました。やっぱり飛び込むの大事なんだと。ほんとにそこで変わりましたよ。
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だって，起きた瞬間から会話が始まるわけなんで，しゃべらざるを得ないし。
　X 国で 1 年プレーした後，再び W 国に戻ることになったが，そこで「面白いこと」が起きた。
今後使うことはないだろうと思っていた X国の現地語がW国で活きることになったのだ。複数の
言語や文化が混在する土地柄らしい現象とも言えるだろう。
C―1―3：W国は英語しゃべれるヤツが多いんで基本英語だったんですけど，コーチ陣がまった
くしゃべれなくて。でも，それまた面白いことに，僕が所属してたチームが隣国（X国と言語
的に近い）に近かったんですよ。コーチ陣が全員隣国の人で，選手も半分はそうで，そこで X
国の現地語が活きて。英語，W国現地語，X国現地語，3つの言語でうまくやりくりしてまし
た。基本的にはチームのミーティングとかはW国現地語でやるんですけど，英語はあんまり
しゃべれなかったから，監督がW国現地語でしゃべってて，その下にいるコーチが僕にそれ
を X 国現地語で翻訳するんですよ。それ，僕日本人じゃないですか。何この状況（笑）って
いう感じになってて，この状況すげーな，おもしれーなって思って。X国で現地語やっといて
よかったなと思いました。（中略）これから使えるかどうかじゃなくて，人生思った通りにい
かないから，学んだことがどっかで活きたりするタイミングがあると思う。それがさっそく活
きたと思いましたね。
　1年間W国で過ごした後，諸事情もあって，もう戻ってくるつもりはなかった X国で再度プレー
することになったが，かつて 1年経験していることもあり不安はなかった。この時点ですでに複数
文化圏の経験が豊富な Cにとって，これから X国で「相互文化的コミュニケーション能力」を存
分に発揮する準備が整っていたと言えるだろう。
C―1―4：そうですね，言葉の面で不安とかは全くなかったし，それこそ 1 年経験してるから，
この国の感じとかも分かってるし，求められることとかも分かってるし。だからすごい余裕が
あったというか，そこは自信というかアドバンテージはありましたね。
　実際に X国で再びプレーして半年，言語によるコミュニケーション以外の部分でもチーム内で
どう振る舞うかを常に考えて行動している。「相互文化的仲介者」としての役割を意識しているこ
とが伺える。
C―1―5：しゃべれない分プレーで見せるってのは，サッカーっていうスポーツをやってるから，
その分普通の人たちに比べたら楽だ思うんですよ。示す場所があるじゃないですか，自分の体
で。そういう状況に僕ら身を置かれてるから，プレーでピッチの上で表現すれば，それが一つ
のコミュニケーションになるし。例えば自分のポジションだったら，味方がボール持ったとき
に，常にここ走ってるよっていうのを練習の中から呼んだりとか，そのもうちっちゃい積み重
ね，信頼関係の積み重ね，おまえが持ったときここ走ってるからっていうことを，ちっちゃく
ちっちゃく積み重ねていって，日頃からそれを伝えていくことで，チームメイトも，あいつは
ここにいてくれるとか，そういう関係が少しずつ築けていけばいいなと。（中略）やっぱり結
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果の世界で勝負してるんで，やっぱ結果出せばみんなが認めてくれるし，逆に出さなけりゃ認
めてくれないし，それは当たり前だと思う。だから伝えるタイミングとかも，結果出てから言
うとか。僕はそのタイミングとか，間とか，そういうのを自分の中で大事にしてます。だから
今はこれ言わないほうがいいなって時はもうわかんないふりとか黙ってたりしてとかして。そ
れもコミュニケーションの一つ，しゃべらないこともコミュニケーションの一つじゃないです
か。それはまあ日本人は空気読めるからちょっと頭使って。それは意識してます。
　かつて滞在していたW国は恵まれた環境の豊かな国であるが，X国は決してそうではない。し
かし，2つの国を行き来し複数文化圏に触れた経験から，物事を多面的に捉えられるようになった。
両国に対する Cならではの考えが語られる。
C―1―6：簡単に言ってしまえば，最初行ったW国がすごいいい国で，X国来てなんだこの国み
たいな。W 国ではみんなが助けてくれたのに，この国では助けを求められる。全然違うぞみ
たいに思っちゃったんですよ，最初は。でも，その考え方すらも未熟だったなぁと思って。助
けられるのが当たり前じゃないじゃないですか。最初にそこに行っちゃったからその見方に
なっちゃっただけで，国によっていろいろ問題もあるし，状況も違うのに，みんなが助けてく
れるわけじゃないし，そもそも助けを求めに行っている姿勢がもう間違い。そういうことを 2
年，3年くらい海外出て，今ようやくなんか見えるようになってきた。上も下も見て，上しか
見えない状況で下に来たから見えないこともあったけど，そういうこといろいろ見えるように
なって，見たらこの国の良さも感じられるようになった。ただ単に視野が狭かっただけ。最初
にこの X 国に来た時にはいいとこに気付けなかった。でもそれは自分の目の問題であって，
見ようとしなかった自分の問題。見ようとしてなかったし見えてなかったし，自分が幼かったっ
ていうか。それが今はちょっと見えるようになったかなって思います。
　インタビュー当時，Cが所属していたチームは 2部リーグで優勝争いをしており，この時点まで
C は全ての試合にスタメンフル出場するという充実した状況だった。しかしもちろん C は X 国 2
部で満足しているわけではない。最終的な目標はもっと先にある。そのために，26歳という年齢
的にも本気で勝負をしなければならない段階である。
C―1―7：（この前期シーズンは）結果的には開幕戦前にチャンスが回ってきて，そこでチャン
スを掴んで，結局開幕戦から試合に出れて全試合フル出場して，結果もそこそこついて，充実
はしてました。これまで苦しんできたことから見えてきたものを少しずつ形にできたシーズン
だったかなと思います。（中略）そもそも僕が海外に出た理由は人間的に成長したいっていう
目的もあったんで，そういう部分では成長できたと思う。むしろ最初に海外に出た頃はそっち
がメインだったんですよ。だけど，こっちでサッカーやってるうちに，サッカーで勝負したいっ
ていうふうに変わってきて。普通逆だと思うんですけど，僕ちょっと変わってると思うんです
よ。海外に出てサッカーへの欲が芽生え始めたっていうか。世界トップレベルの地でいちばん
レベル高いとこ見たいな，自分の目でちゃんと見たいなっていうのを，海外に出る前ではなく
海外に出てから目標として感じるようになった。（…でも）もうサッカー選手としての年齢的
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には時間がないから，本気で勝負の段階に入らないといけない。もっと早くてもよかった。で
も今それを言ってもしょうがないんで。これで勝負するしかない。成長はもちろんしたいです
けど，悠長なこと言ってる暇は無い。もう勝負しに行くしかない。サッカー人生において今は
そういう段階です。（中略）今チームは優勝争いをしてて，次の後期シーズンで優勝するのが
目標です。優勝するために自分が力になる，試合に出続けて，チームの優勝に貢献する。その
結果，チームが 1部に昇格して，そのチームに残るのか，オファーが来るのかわからないけど，
それが自分の中で最低限の話ですね。今の状態でもう 1年続けようとは思ってないから。そこ
でそういう話が来ないようならもう終わりくらいの気持ちで今はやってます。だから，来年ほ
んとにサッカー人生終わってしまうかもしれないです。
3.3.2　2回目インタビュー（20X2年 5月，26歳）
　前回のインタビューから半年後，Cが所属していたチームは X国 2部でリーグ優勝した。Cはシー
ズンを通してほぼ全試合にスタメンフル出場し，チームの中心的選手としての役割を果たした。イ
ンタビューは優勝が決まった直後，シーズンオフの X国で行った。
C―2―1：（監督の交代があったが，新しい監督は）より英語がしゃべれない。でも何を言って
るかというのは，すごい理解できるようになってきて，ただそれを自分の意見として現地語で
伝えるっていうのがまだ難しい段階なので，ほんとに単語で示したり，ほんと行動で示したりっ
ていう感じです。理解はすごく深まったかなっていうのは思いますけど。（…現地語を真剣に
勉強はじめたことについて）いっぱいきっかけはあって，ひとつには絞れないんですけど，チー
ムメイトとのコミュニケーションを深めたいっていうのもあったし，監督が替わってミーティ
ングが現地語で行われるなかで，自分が意見を言いたいっていうのもありましたね。
　前回のインタビューで，「世界トップレベルの地でいちばんレベルが高いところを見る」という
最終的な目標のために，年齢的にも今から成長するというよりは，いま持っているもので本気の勝
負をすると語っていたが，最近は「成長」についての考え方を改めている。
C―2―2：前回のインタビューでサッカーとして完成形に入ってるみたいなこと言ったのを自分
でも覚えてるんですけど，それはでも間違いだったなと思ってて。それはほんとにもうただの
勘違いだった。確かに，やり方は見つけたかもしれない。自分の中でうまくやる方法というか，
それをつかんだことは確かなんですけど，なんていうんですかね，成長を続けていかなくては
いけない，すべてにおいて，そのレベル上げていかなくていけない。なんていうのかなあ，最
低限の現状維持をするっていうのを考えたとしても成長を続けなきゃ維持できないと思うんで
すよ。同じままだったらただ下がってくだけなんで。そこの考えは改めました。（中略）半年
前は，別にここから何かを劇的に変えなくてもっていう慢心がたぶん全てにおいてあった。そ
れを全部，それじゃだめだ，全部ですね，全てにおいて。ほんとに上を目指すならそれじゃだ
めだ。全部に繋がってるんですよね。
　この時点で海外生活も 3 年半となり，様々な文化圏を経験した。その C から今の日本はどう見
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えるのか。海外で生きるということについてどのように考えているのか。
C―2―3：（今の日本について）難しいですね。難しい質問ですね。（…海外で生きるということ
について）修行っていう意識はありますけど，でも，なんかそれももう薄れてきて，日本でも
海外でも別にやること変わらないんですよ。環境によって左右されないというか。たしかに日
本は過ごしやすいけど，その便利さを使わなければ別にこっちと同じ状況を作り出せるし，日
本に帰っちゃった方が誘惑が多いというか楽ができちゃうんで，それがやりづらくなるだけで。
自分の中で勝負がしづらくなる。でも別に勝負はできるってだけで。こっちの方が勝負という
観点においては楽というか，やるしかないっていうか，勝負するにあたって無駄がない。だか
ら純粋に勝負ができる。でも日本だったらその無駄を自ら省かないとその舞台に立てない。で
きるんですけど，でも大変。別にどこでもいい，どこでも変わらない。日本も好きだし海外も
好きだし，どっちがどっちとかじゃなくて。（いま自分がどこにいるかは）関係ない。
　短期的な目標として掲げていた 2部でのリーグ優勝は達成できた。しかし最終的な目標はあくま
で「トップレベルに触れる」ことである。X国はサッカー強豪国ではないが，だからこそ 1部リー
グで活躍すれば世界のトップレベルと国際試合で対戦できるというチャンスに手が届きやすい地で
もある。そのためにまず最低限 1部に昇格しなければならなかった。来シーズンは同じチームで 1
部リーグを戦うことが決まっており，目標に一歩近づいた。今はトップレベルを見るために，たと
え金銭的な条件が良い他の地域からオファーが来ても，移籍する気はない。
C―2―4：僕の目標は，どのチームでプレーしたいとかっていうことじゃないんです。僕はトッ
プレベルに触れたいっていうだけなんですよ。サッカーをやってる限りトップレベルに触れた
いって思ってて。この国では 1部で優勝すればトップレベルに触れるチャンスがあるんですよ。
だからどこに行きたいとかないんですよ，トップレベルをこの目で見たいっていうだけ。そう
いう舞台に立ちたいっていうだけで。今，他の地域（金銭的に条件が良い）からいいオファー
が来たりもしたんですけど，人生において僕はトップを見ておかなきゃいけないと思ってるん
です。何をおいてトップなのかっていうのはそれぞれあると思うんですけど，まず僕はこの国
のトップをまだ見てないのに，他のところに行けないんですよ，だから今は選択肢にないんで
す。ここにおいてのトップは 1部なわけじゃないですか。まずはそこを見なければいけないと
思ってます。
3.3.3　3回目インタビュー（20X3年 1月，27歳）
　前回のインタビューの後，オフシーズンを挟んで Cはいよいよ X国 1部リーグでプレーするこ
とになった。ただ，不運なことに 5試合出場したところで怪我をし，その後の前期シーズンは試合
に出場できなかった。インタビューはウィンターブレイクで日本に一時帰国した際に行った。「こ
の国のトップを見なければ」と話していた 1部リーグについて，2部も経験してきたからこその考
えが示される。
C―3―1：2部も 1部も経験したからこそ僕がいま言えることがひとつあって，僕，個人的には
2部で結果残す方が難しいなって思いました。それは周りのレベルが低かったり，グラウンド
北村雅則・石川美紀子 103
が悪かったり。X国 2部って，たぶんいろんな要素が重なって，すごくうまくいかない要素が
多いと思うんですよ。レベルも中途半端だし，周りの人間とかも中途半端なヤツ多いし。その
中でサッカー的にもメンタル的にもなんかうまくいかない，衝突があったりとか。どの場所で
も活躍するのって簡単じゃないと思うんですけど，レベルが低いからといって活躍できるわけ
じゃないし，僕は X国 2部で活躍するのは容易ではないなってすごい思いましたね。1部でプ
レーして 5試合で怪我しちゃったんであれなんですけど，プレーした感覚で僕はそう思いまし
た。逆に言えばそれが自信にもなってる。2部で活躍できたらどこでもやれるんじゃないかっ
て。
　「2部の方が難しい」という感想から我々が推測できることは，様々な要素が複雑に重なり合う
環境の中で，2部リーグではサッカースキルだけではなく「相互文化的仲介者」としての能力も求
められるため，活躍するのがより難しいのかもしれないということである。おそらく 1部リーグで
は，他のチームメイトにも「相互文化的仲介者」としての能力が備わっており，日本人選手がひと
りで試行錯誤しなくても様々な価値観で全体を見渡す環境が整っているのではなかろうか。
C―3―2：試行錯誤して，その中でどうやったら結果を出せるのか，パフォーマンスを上げれる
のか，チームにフィットするのか，いろんな要素考えてやってたんで。それがたぶんすごい難
しいと思うんですよ。2部は難しい，1部で活躍する方が僕は簡単だと思います。でもまだ活
躍できてないんで，いま言うのは違うんですけどね。（…もちろん）単純にレベルが上がれば，
結果を残すことが難しくなると思うんですけど，X国 2部から 1部にレベルが上がったからと
言って，じゃそこでパフォーマンスが落ちるっていうぐらいのレベルの選手は（ステップアッ
プして）他の国に行けないと思うんですよ。そこの差でギャップを感じているようじゃダメだ
と僕は思います。
　昨シーズン 2部でリーグ優勝し，チームとともに 1部昇格したが，昇格 1年目のチームにとって
1部リーグは簡単ではなく，半シーズン終わってチーム状況は良くはない。Cの最終目標は一貫し
て「世界のトップレベルでいちばん上を見ること」であるため，チームとして 1部で少なくとも 4
位以内に入って国際大会で強豪国と対戦したいと考えている。それを今のチームで目指すのか，移
籍して他のチームで目指すのかは，最終目標の前では大きな問題ではない。
C―3―3：僕は今シーズン 1部で戦うってことは決めてたんで，2部で優勝したことによって選
択肢が 1つ増えただけで，（このチームから移籍しないと決めていたわけじゃない）。でも，今
のチームにはお世話になったし，感謝してるし，信頼もしてくれてるし，このチームで（国際
大会に）行けたら一番いいなとは思いますけど。でも別にこのチームで行かなくてはいけないっ
て思ってるわけでも全くないから。そこにはこだわりはないです。（中略）今までだったら毎
年移籍をしたいっていう，違うものを見たいっていうのはとても大事にしてきたことなんです
けど，（中略）たぶんそう思ってたのは自分の弱さでもあったかもしれない。環境に頼らざる
を得ないっていう。まだ足りてなかったっていうことだと思います。（…目標としては）チー
ムとして（国際大会への）出場権を得ること，そこまで自分を持って行くこと。チームで出場
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権を得られなかったら，他のチームへの移籍，レンタルみたいな形で出場権を得られるように
なるまで活躍することですね。
3.3.4　4回目インタビュー（20X4年 2月，28歳）
　前回のインタビューから 1年，Cは引き続き同じ X国のチームに所属していたが，Cを取り巻く
環境やそれに伴う Cのモチベーションには大きな変化が起きていた。1年ぶりのインタビューで，
まずは前回のインタビュー後に X 国に戻り，後期シーズンが始まるところから振り返る。怪我も
重なり，これまで 1 年半，チームの精神的支柱としての存在感もあった C にとっては難しい時期
であった。
C―4―1：チームの状況が変わってて，新しい選手が何人か入ってきたりしてて，ポジションが
確約されていない状況の中でプレシーズンを迎えました。怪我は治ったんですけど，ポジショ
ン争いみたいな感じで入っていって，開幕の何日か前の試合で前に骨折したところを蹴られて
しまって。それで 1か月くらいダメだったんですよ。そこからもう開幕しちゃったんで，完全
に出遅れて，（チームへの）入りが難しかったですね。
　満を持しての 1部リーグだったはずだが，怪我もあってこの 1年のリーグ戦出場は 8試合に留ま
る。2部リーグ在籍時はほぼ全ての試合にフル出場していたことを考えると，Cにとってこの結果
は到底満足できるものではなかったはずだ。チーム状況も悪く，1部と 2部の入れ替え戦で敗れた
チームは 1年で再び 2部に降格することになってしまった。
C―4―2：カップ戦は出ましたけどね。リーグは最後の方でちょっと出れるようになったみたい
な感じで終わっちゃいましたね。最後はそれこそ入れ替え戦も出て負けるっていう。（入れ替
え戦は）もちろんいい思い出ではないですけど。どうにかしようとしてできなかったって感じ
なんで，別に後悔とかはないですね。やることはやったけどできなかったみたいな。結果が出
なかった。受け止めるしかない。
　Cの最終目標は一貫して「国際大会に出てトップレベルを見る」ことである。そのため，チーム
と一緒に 2部に降格して次のシーズンの昇格を目指すという選択肢はもちろんない。しかし，諸事
情で移籍はうまくまとまらず，同じチームに所属して 3年目のシーズンを 2部リーグで迎えること
になった。
C―4―3：僕の目標は（国際大会に）出ることだったんで，2部にいたって可能性がゼロだから
当然 1部に行った方がいいわけですよね。移籍を望んで，それをチームに話して，でも契約が
もう 1年残ってるから出せないみたいな話になり，まあそう言われたら出れない。協力者も現
れず，自分で交渉して，お互いの譲歩で半年後に出してくれって。でまあ，半年やってみようっ
て，しょうがないっていうか，それしか手がなかったんで，自分の力では。（中略）チームが
自分に残ってくれって言ったことに対しての誠意とか，チームが 1年で 1部に戻ってやろうっ
ていう気持ちとかっていうのを見たいと思ったんですよ。それが見えれば僕は頑張れるかなと
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思って。だけど実際残ったらそれがどちらも見えずだったんで，僕もモチベーションが無くなっ
た，という感じですね。
　海外に出てきて 5年，ずっと情熱を持って過ごしてきたはずだったが，ここで初めてモチベーショ
ンがない状態で半年過ごしてしまった。さらに怪我も重なり，トレーニングが 100%でできなくな
るという，Cにとっては「納得がいかない」状況となる。もはやこれ以上ここにいる意味を見出せ
ない。年齢的なこともあり，「タイムリミット」だと感じている。
C―4―4：僕は半シーズンってめっちゃ長いって思ってて，その間を僕はモチベーションがない
状態で過ごしてしまったんですよ。それが結構自分の中では大きくて。ずっと 5年間，自分の
中で情熱，パッション持ってやってきて，それを失ってしまった感じがして。走り続けるのは
簡単だけど，一度止まっちゃうともう一回エンジンかけるの難しいなっていう。そういうモチ
ベーションの中で試合も出れなくなって，怪我も重なってっていう時期があって，（中略）トレー
ニングが 100％でできなくなっちゃたんですよ。モチベーションがない中でも練習はちゃんと
やろうって思ってやってたんですけど，その取り組みすらできなくなって。で，なんか，なん
だろうみたいな。続けていけないだろうっていうよりは自分に納得がいかないというか。別に
続けていくことはできるんですよ，契約だって残ってるし。ただこの状態で続けても自分は納
得いかないし。それで，ここにいちゃだめだって思ったんですよ。この状態でここにいても，
ここにプラスで残せるものはない。自分の成長もないし，このチームに対して残せるものはも
う残したんじゃないかっていう，勝手な考えですけど。それだったらもう海外にいる意味はな
いなって。（中略）次の夏に僕 29歳なんですよ。そうなったらここの市場で移籍はほんとに難
しい。だからもう僕が目指してたところに対するチャレンジはもうタイムリミットなのかなと
思いました。
　こうしてサッカー選手として最高峰を目指した X 国 2 年半の選手生活に別れを告げ，チームと
の契約を解除し帰国するという決断をする。後悔はないが満足はしていない。
C―4―5：最後の試合はまあ 2対 1で勝ったんですけど，1点取って追いつかれて，で，もう一
回追加点取って。正直今シーズンもチームとしてあんまいい戦いができてなくて，でも，その
中で一番チームとしてまとまって戦えたなって思いました。自分も仕事ができて，ほんとに久
しぶりに最後足つりましたし。だからなんかやりきったって感じはすごいあって。自分の中で
は最後の試合とか別に何にも意識してなかったんですよ。でも終わった後は涙出ましたね。
（チームメイトには）僕はもう（日本に）帰るっていうのは言ってあって，試合が終わった後
胴上げとかしてくれました。そのときは（泣くのは）我慢しましたけど。（…2年半前W国か
ら X国に）帰ってきたのはサッカーにフォーカスするためで，（トップレベルを見るために国
際大会に）出るぞっていう具体的な目標を持って，それまでは具体的な目標は別に持ってなかっ
たんですけど，そこにシフトチェンジして帰ってきた。そこからしっかり自分の中でやること
やれたと思うし，後悔はないですね。後悔はしてないですけど，満足はしてないです。まあ納
得はしてるかな。
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　インタビュー当時は日本に帰国して，選手としてサッカーを続けるかどうかも含め今後について
模索している段階であった。海外生活 5年間，最初の 2年半は複数の文化圏で様々な経験をし，「相
互文化的コミュニケーション能力」が養われた。後の 2 年半は X 国で「相互文化的仲介者」とし
てチームの精神的支柱でもあった。プロサッカー選手としての目標は達成できなかったが，Cの「生
き様」を見せるツールは決してサッカーに限らない。
C―4―6：サッカーは自分のパッションを 100％表現できるものだったんですよ。最初に海外に
出たときのパッションは海外に向いてたのかもしれないですね，サッカーじゃなくて。（…プ
ロサッカー選手として）サッカーを見せるというよりは，僕は生き様を見てほしいという感じ
で，そのツールがサッカーだったと思ってます。（中略）これまでサッカーやってきて，サッカー
に対してやっぱり僕は恩返ししたいと思ってて，じゃあ今すぐできることなのかって言ったら，
たぶんそうでもない。自分にはまだできない。自分の力をつけたいなと。そのためには 1回サッ
カーの道から離れるっていうも選択肢の一つだし。自分の力をつけるためのツールは別に何で
もいい。やり方はなんでもいいですよね。サッカーに最終的に恩返しできればいいなと思って
ます。
3.3.5　ストーリーライン（C選手）
　初回インタビュー時 26歳であった Cは，それまでに複数の文化圏を経験し，「相互文化的コミュ
ニケーション能力」が養われていた（C―1―4）。X 国では「相互文化的仲介者」としての役割を常
に意識してチーム内で行動している（C―1―5）。ここまで全試合にスタメンフル出場するという充
実した状況であった（C―1―7）。2部リーグで優勝して 1部に昇格するという短期的な目標を達成し
た 2回目のインタビュー時には，「トップレベルに触れる」という最終目標のために「成長」を続
け（C―2―2），そのための努力を惜しまない（C―2―4）。半年後のインタビューで，2 部も経験して
きたからこその 1部リーグの感想が語られるが，周囲の環境や状況が悪いときほど「相互文化的仲
介者」としての能力が必要とされる（C―3―2）。1部リーグでチーム状況はなかなか改善せず，結果
的に 1 年で 2 部に降格することになり C 自身も満足できる結果は出せなかった（C―4―2）。再び 2
部リーグでモチベーションの低下は否めず，契約を解除して日本に帰国するという決断をする（C
―4―5）。海外生活 5 年間，「相互文化的仲介者」として成長した C は，今後もその「生き様」を周
囲に見せてくれるだろう（C―4―6）。
3.4　ケース 4：D選手
インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 22歳 X国 現地
2回目 20X2年 5月 22歳 X国 現地
3回目 20X2年 12月 23歳 X国 日本
4回目 20X3年 12月 24歳 X国 日本
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3.4.1　初回インタビュー（20X1 年 11 月，22 歳）
　大学を 1年で中退し，ヨーロッパのサッカー強豪国（ここでは Q国とする）で 2年プレーして
いたというユニークな経歴を持つ Dは，「X国の 1部リーグで活躍し国際試合に出ることでステッ
プアップして Q国の上位カテゴリーに戻る」という明確な目標を持って X国へやって来た。初回
のインタビューは X 国へ来て 2 部リーグのチームに所属し，最初の半年が過ぎる頃に行った。ま
ずは Q国での 2年の経験を語る。
D―1―1：（Q国の）カテゴリーによっても違うんですけど，3部のチームに行ったときに，いやー
なんか Q国の人プライド高いなって思って。まず日本人に対しての評価がめっちゃ低いんで
すよ。パスくれないとか，まずそこから始まって，なかなか打ち解けられなくて。（…それに）
自己主張が激しくって。あとミスをまったく気にしない。もうほんとに一喜一憂しない。点入
れても全然喜ばないし。（…チームメイトの一人に）目指してるのどこなんだ，もっと上だろ，
こんなとこで一喜一憂してどうするのって言われて，俺は，ああアカンなみたいな。なんて言
うんですかね，言われててしゅんってしてるようではいかんって思ったんですよ。
　X国で活動する日本人選手たちの多くは，X国の選手は我が強く主張が激しいという感想を持つ
傾向があるが，Q 国で 2 年過ごした D にとっては「そんなに激しくない」と感じるようである。
それだけ Q国での経験が強烈に印象に残っているということであろう。
D―1―2：X国では監督との言い合いとかはあんまりないんで，自己主張はそんなに激しくない
なと思います。Q国の方がもっと激しかった。もっと俺にボールくれよとか，なんで俺を見な
いんだとか，めっちゃ言ってくるんで。それはここではあんまりないんで，自分の中ではやり
やすい。自分の判断を尊重してくれるから。（中略）Q国にはアフリカ人とかもいたんで，そ
いつらはサッカーしかないわけじゃないですか，出稼ぎに来てるわけなんで。もうエゴがすご
いんですよ。俺そのときサイドバックやってたんですけど，そのアフリカ人はフォワードやっ
てて，俺が見なかったらめっちゃ殴りかかってくる感じ。だからどうしてもそいつ見ちゃうか
ら，結局そいつはゴールを二桁とって，今 Q国の 2部にいるんで，すごいなと。
　監督に対しても，Q国にいた当時は激しく意見をぶつけ合っていた。Q国では現地語を勉強して
いたこともあり，言語面での不自由さはなかったようである。しかし，現在プレーしている X 国
では監督に意見を言うことが良しとされていないと感じている。
D―1―3：（X 国の監督と選手の意見のぶつけ合いは）全然すごくないですよ。Q 国はヤバイで
すよ，マジで。自分も監督と結構激しくやってて。いけないことなんですけど，交代に不服立
てて握手拒否したりとか，なんでだって思いっきり怒鳴ったりとか普通にしてて。でも，ちゃ
んとそのあと監督と二人で話し合って，自分の意見言って，監督の意見も言ってみたいな。そ
れで納得するみたいな。（それで関係性が）良くなってく。監督が思ってることも分かるし，
自分の思いも伝わるし。だから（X国では監督に）なんでもっと言わないんだろうって思った
りします。
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　このような環境の中でステップアップするために，Q国での経験も活かしつつ，チーム内での自
身の立場を向上させ活躍しなければならない。ここではまだ言語面での不自由さがあるため，まず
は良いプレーをして認めさせることが重要である。これまで複数文化圏に触れてきたことにより，
相互文化的な観点から物事を考えることができていると言えるだろう。
D―1―4：（チーム内での地位を向上させるには）やっぱり認めさせることじゃないですか，自
分を。それに尽きると思うんですけど，ほんとに。そしたら一目置かれてなんも言われなくな
るし，そしたら近寄ってくれるし。自分も 1回練習試合やって，それが終わってから，結構み
んな話しかけてくれるようになったんですよ。それまでは全然話してくれなかったんですけど。
そこでいいプレーしてから名前覚えてくれて。
　X 国のサッカー環境は決して恵まれているとは言えず，特にサッカー強豪国を経験してきた D
にとっては到底満足できるようなものではない。しかしだからこそ，ここから早く這い上がりたい
という向上心に満ちている。この当時はチームの状況も良く，来シーズンは 1部昇格も期待できる
成績だった。ここで着実にステップアップを目指すという決意が語られる。
D―1―5：ここから早く這い上がったろっていう気持ちはめっちゃありますよね。（自分の中で
の向上心は）Q国にいるときよりはめっちゃ上がってるかなって思うんですよ，こんな環境で
ずっとやりたくねえって。（中略）来年はもちろん 1部でやってたいし，あわよくばいいチー
ムに移籍できればなって思ってるんですけど，ここ良いチームだなと思ってるんで，このチー
ムで 1部で上がれることが一番かなって思ってて。2年ここでやって中堅国にステップアップ
して，25，6でいいときに強豪国に行ければなと。最後は日本で引退したいなと思います。やっ
ぱり親に見てもらいたいんで。
3.4.2　2回目インタビュー（20X2年 5月，22歳）
　前回のインタビューから半年後，Dは引き続き同じ 2部リーグのチームに所属し，センターバッ
クとしてほぼ全ての試合に出場している。X国での滞在期間も 1年近くなり，現地語も少しずつ覚
えて言語によるコミュニケーションにも手応えを感じる時期である。
D―2―1：（現地語の）サッカー単語は結構覚えましたね。試合中は現地語で大丈夫です。言っ
てる意味もわかるようになってきました。自分が現地語で言えるようになって，そしたら向こ
うも言ってくるようになって，（コミュニケーションがとれるのは）大きいですね。英語で言
おうとしていた時は，全然頭に出てこなくて言えなかったんですけど。スタメンの人は英語だ
いたいしゃべれるので英語でも不自由はしないけど，英語で言うと全然反応してくれないとき
もある。現地語で言ったらすぐ反応してくれるので，そのぶん試合中とかも声を出せるように
なったというか。おっきな声でしゃべれるようになって，ピッチの外でも（チームメイトとの
関係に）変化が出てきたと思います。
　Dが以前 2年間滞在していた Q国では，プロサッカー選手としてチームに所属するのであれば
現地語が話せるのが当然とされている。上のカテゴリーであればあるほど，仮にサッカー能力が高
北村雅則・石川美紀子 109
くても現地語が話せない選手は認められないことが多い。そのため，Dは X国に来た当初からサッ
カーをする上で現地語力は必須だと考えていた。考え方は人それぞれだが，この国で活動していた
日本人選手の中では，現地語に対する意識は相当高かったと言える。
D―2―2：Q国では現地語がしゃべれるのが当たり前ですね。逆に英語なんかみんなしゃべれな
い。こっちのが逆に英語しゃべれる。びっくりしました。（Q国では）例えば練習を意味わか
んなくて止めたりすると，お前外れろみたいに言われちゃったり。そういうところでした。だ
からけっこう必死に現地語を勉強しました。でも X国は現地語がしゃべれなくても大丈夫で，
びっくりして。
　この 1年，チームの守備の要であるセンターバックとして活躍したことにより，監督からもチー
ムメイトからも認められる存在になっている。その一方で，最初の半年よりチーム状況が若干悪く，
リーグ優勝に向けて負けられない緊張感の中で，焦りと孤独を感じて難しい時期でもあった。しか
しそれも，守備ラインの連携ミスを自らの語学力不足と考えるなど，チーム全体を見渡す「相互文
化的仲介者」としての視点があってこその苦しみでもあろう。
D―2―3：自分で言うのも何なんですけど，このシーズンけっこう活躍したっていうか，それで
（チームメイトの日本人選手からも）「地位高いですね」とか言われたり，今は何やっても怒ら
れないです。まあ監督からは言われるんですけど，例えば俺が怒ったらチームメイト黙るしみ
たいな。（中略）試合に出てることと，結果が付いてきてたというか。前期シーズン 5失点し
かしなくて，みんなから一目置かれてたって言うか。（でも）後期シーズンは失点が多くて。（…
キーパーのポジショニングについて）自分がまだ現地語がつたないんで，なんで前に出ないん
だとは言えるんですけど，返ってくる言葉が理解できなかったり。難しいです。言葉がうまく
通じなくても前期シーズンはうまくいっていた。なんなんですかね，今はちょっとうまくいっ
てないです。なんでかは全然わかんないですけど。それで，最近は自分に余裕がない。（中略）
一人で考える時間がほんとに多くて。逆にそれも悪いのかなとは思うんですけど。結局自信な
いまま，不安を抱えたまま次の試合行っちゃったり。（…チームがうまくいかないことについて）
こんなに考えることは今までなかったですね。こんなに考えるのは初めてです。すごい苦しい
です，センターバックとして。
　インタビュー当時は優勝争いの真っ只中で，シーズン終了まであと 3試合という段階だった。こ
こで優勝して 1部に昇格できるかできないかが「人生の分岐点」と考え，難しい環境の中にいる自
らを奮い立たせる。
D―2―4：（X国 2部リーグは Q国 3部リーグより）レベルはだいぶ低い。グラウンドもひどい
ですし，けっこうギャップは半端ないですね。でもまず，X国の 1部でやることが自分の第一
の目標で，最終地点は Q国 1部って決めてるんで，そこの過程ですよね。だからもちろんこ
こで優勝しないと。今が人生の分岐点だなと思ってます。
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3.4.3　3 回目インタビュー（20X2 年 12 月，23 歳）
　前回のインタビューの後，Dが所属していたチームは残念ながらリーグ優勝を逃し，目標として
いた 1部昇格はかなわなかった。オフの間に D自身は 1部リーグのチームへの移籍を模索したが
契約には至らず，同じ X国 2部のチームに移籍することになった。X国は小さな国だが，場所によっ
て民族も宗教も異なる。Dも移籍先でこれまでとはまた違う文化に触れることになった。3回目の
インタビューは移籍して半年後，日本に一時帰国した際に行った。
D―3―1：最初はめっちゃ良かったです。ウェルカムな感じで。いい印象でチームに入ったんで
すけど，シーズン始まってみたら，まあもう文句の言い合いみたいな。結局もう負けたらいつ
も戦犯探し。それがしんどかったです。
　半年前にいた街より開放的な気質もある土地柄で，Dも現地語での会話にもそれほど苦労しなく
なっているが，逆に容赦なく浴びせられる悪い言葉もわかるようになり，周囲に対する不信感も抱
くようになる。それでも，現地語が話せることはやはりプラスに働くと感じている。
D―3―2：今回，けっこう会話は現地語でできてました。それでいろんな人が話しかけてくれて，
チームにも入りやすかったです。でも悪い言葉もわかるようになっちゃって，それも自分が聞
く耳持たなければいいんですけど，聞いて，あ，こいつこういうこと言うんだみたいな。それ
で不信感とか持っちゃって。（…チームミーティングで）自分に言ってることはわかります。
通訳が入ったりはしないでわかるようになりました。終わった後にこの単語どういう意味とか
聞いたりはしましたけど。（中略）センターバックの相方が現地語しかしゃべれなかったんで，
そいつにはめっちゃ現地語で言ってて，そいつけっこう意見を言ってくるヤツなんで，それに
言い返したりして。最初はなんかこいつめっちゃ言ってくるヤツだな，嫌だなとか思ってたん
ですよ。でもなんか言い返したら俺の意見も聞いてくれたんで，ああ分かるヤツなんだと。そ
れを自分がもし 1年目だったら現地語が話せなかったから，もっと関係悪かったかなと。
　この頃，Dは監督の意向で本意ではないサイドバックとして試合に起用されることも多かった。
センターバックとしてステップアップを目指している Dにとっては，年齢のことや思うようにカ
テゴリーを上げられなかったこと，慣れないポジションで信頼を得られていないと感じることなど
が重なり，モチベーションの低下につながっていく。
D―3―3：葛藤がすごかったですね。センターバックとして上に行きたいのに，このチームでサ
イドバックやってる現実っていうのは。この半年でステップアップしたいのに，センターバッ
クやれないのかみたいな。（中略）実際，（サイドバックをやっていたことで）チームメイトか
らも信頼は得られてなかったですし。前のチームのときは，もう自分で身に沁みて感じるほど
信頼を得てたかなと思うんですけど。（中略）年齢との葛藤もありましたね。年齢が上がって，
なんでこんなポジションやってるんだっていう葛藤もあって。（日本人のチームメイトが）言っ
てたのは，練習中でも全く笑顔がなくなったらしいんですよ。無口になって。自分では全く意
識してなかったんですけど，勝手に自分で悩んでて，練習のあと昼飯も行かなくなったりして，
かなり体重が落ちました。焦りと，チームメイトからもいろいろ言われてたし，なんでなんで
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と自分に問いかけたりして。
　一時帰国している日本で次の移籍先からのオファーを待ちながら，理想と現実のギャップに苦し
み，サッカーを続けていくという将来についても不安を隠せない。
D―3―4：自分の考えていた理想と，かけ離れすぎててけっこう苦しいです。（…すぐにステッ
プアップできると思っていたけれど）そんな甘くなかった。もうすぐ上に行けるラストチャン
スかなとも思います。まだまだやった方がいいかなと思うときもあるんですけど。もちろん長
くやってたいです，やりたいですけど…。
3.4.4　4回目インタビュー（20X3年 12月，24歳）
　前回のインタビューの後，D の移籍話はうまくまとまらず，不本意ながら X 国 2 部リーグの同
じチームに戻ることになった。しかし，2部のチームでありながらカップ戦で快進撃を続け決勝ま
で駒を進めたこと，ポジションも本来のセンターバックとして起用されるようになったこともあり，
モチベーションの面では持ち直してシーズン終盤を迎えた。ところが，リーグ最終節で大怪我をし
てカップの決勝に出場できないという悲劇に見舞われる。決勝をスタンドから見届けた後，帰国し
て治療とリハビリに専念することになった。4回目のインタビューは前回のインタビューから 1年
後，日本で行った。
D―4―1：（チーム内に日本人選手が一人だけになり）外国人としゃべる回数が圧倒的に増えま
した。（X 国に）1 年半いたら，なんでかわかんないですけどしゃべれるようになってて。聞
けるようにもなってて。現地の人の反応も，お前は今まででいちばんしゃべれる日本人だなっ
て言われて。勉強してるわけではなかったんですけどね。（…カップの決勝の相手が強豪チー
ムで）関係者とか見にくるって話だったんで，アピールの場じゃないですか。いやこれ俺，来
たなと思ったんですよ，俺持ってるなと思ったんですけど。決勝の 1週間前，最終節で怪我し
て，終わりましたね。ついてないです。
　日本でのリハビリとその後のトレーニングは精神的に Dを追い詰め，「引退」も考えるようにな
る。しかし，確かに辛いことの方が多いサッカー人生だが，好きなサッカーを続けられるのはやは
り幸せなことだとも思う。
D―4―2：しんどかったですよ。ほんとにリハビリしんどかったです。引退も真剣に考えましたね。
治ってから身体を動かし始めた時もしんどかったですけど，いちばん辛かったのはサッカー始
めて，ボールがまともにトラップできない蹴れないってなったときです。ああもうこれ辞める
ときかなと思いました。やっと 1か月ぐらいやって身体が絞れてきて，動けるようになったん
ですけど，それまではもう地獄でしたね。（…でも）やっぱサッカー好きなんで，好きなこと
できるっていうのは幸せなことじゃないですか。（中略）確かに辛いことの方が多いですけど，
やっぱ勝つときはめっちゃ嬉しいです。あの喜びは忘れられないですね。カップ戦の決勝行き
が決まった時とか街全体がめっちゃ盛り上がって，あの感じとかみるとやっぱり，あぁええな
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あと思います。あれだけ街の人が集まったの初めて見て，すごいなと。やっぱりサッカーって
人を動かす力あるなって思いましたね。
　この頃，Dは次のチームとして海外挑戦には区切りをつけ，日本国内のチームからのオファーを
検討しているという段階だった。Q国で 2年，X国で 2年の海外挑戦について振り返り，今後の目
標が語られる。日本での新たな挑戦に，この 4年間の経験で培った「相互文化的コミュニケーショ
ン能力」が活かされることを期待したい。
D―4―3：Q国の 2年間は本当にうまくいきすぎたぐらいです。X国は失敗っていうわけじゃな
いですけど，そこから Q国の 1部でやるためにというのが最終目標でしたから，そこはちょっ
ともう無理ですよね。でも，最後は自分がずっとファンだった日本の J1チームでやりたいと
思ってたので，そこは失敗で終わらせたくはないです。J3から J1まで上がって，最後 1年で
もずっとファンだったチームのユニフォームに袖通せたら，自分の人生成功だったかなと思え
ると思います。（中略）まだ年齢的にもチャンスはあると思うんで，まずはセンターバックな
んで全試合に出て，優勝して上のカテゴリーに行くのが今の目標ですね。Q 国と X 国の経験
があって良かったなと言えるように，X国が失敗だったと思わないように，何が何でも成功し
て終わりたいです。
3.4.5　ストーリーライン（D選手）
　サッカー強豪国 Qで 2年プレーしていた経歴を持つ Dは，Q国と X国を比較して（D―1―2, D―1
―3），複数文化圏に触れてきたことによる相互文化的な観点から，ここでステップアップするため
に何が必要かを考えている（D―1―4）。Q国ではたとえサッカー能力が高くても現地語が話せない
サッカー選手は認められないことが多いため，D は X 国に来た当初から現地語に対する意識が高
かった（D―2―2）。X国滞在 1年の 2回目インタビュー時は，焦りと孤独を感じ難しい時期でもあっ
たが，それは「相互文化的仲介者」としての視点があってこその苦しみでもあった（D―2―3）。X
国滞在 1年半の 3回目インタビュー時は，現地語力の高さ故の問題や（D―3―2），不本意なポジショ
ン（D―3―3），理想と現実のギャップに将来への不安が隠せない（D―3―4）。大怪我もあり引退を考
える時期もあったが（D―4―2），日本での新たな挑戦に，4年間の複数文化圏の経験で培った「相互
文化的コミュニケーション能力」が活きると期待される（D―4―3）。
4．おわりに
　本稿では，海外の複数国に在住経験を持つ日本人サッカー選手 4名について，その複数回のイン
タビューから「相互文化的コミュニケーション能力」がどのように獲得されたのか，またどのよう
に変化していったのか，さらにどのように周囲に還元されているのかを記述した。様々な文化的背
景を持つ人々と接する機会が増え，自らの現在地と過去の経験，母国日本との比較を俯瞰的に眺め
る姿勢が高まって「相互文化的仲介者」として行動しつつある例（A―6―3）や，日本国内で「相互
文化的コミュニケーション能力」がより高く発揮される例（B―3―3），これまでに培った「相互文
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化的コミュニケーション能力」を用い，同じチーム内で 2年半「相互文化的仲介者」として行動で
示した例（C―4―6），「相互文化的仲介者」としての視点があればこその苦しみを感じ，これから日
本でこの経験を活かそうとしている例（D―4―3）など，ケース毎に「相互文化的仲介者」としての
行動は異なるが，複数文化圏での経験が彼らに大きな影響を与えていることは疑いようがない。
　これらのインタビューの記述分析から我々が強調すべきことは，グローバル人材育成を語る際に，
「日本と海外」といった二項対立的な視点がいかにナンセンスかということである。それは「日本
語と英語」といった二項対立的な視点にも置き換えられる。世界には様々な文化や言語があり，言
うまでもなく日本国内であっても文化や言語は単一ではない。日本政府によるグローバル人材育成
推進事業では，グローバル人材を「日本人としてのアイデンティティや日本の文化に対する深い理
解を前提として，豊かな語学力・コミュニケーション能力，主体性・積極性・異文化理解の精神等
を身に付けて様々な分野で活躍できる人材」と定義している。Byram（2008）が示す「相互文化的
仲介者」とは，まさに世界でグローバルに活躍できる人材であると言えるだろう。そこに言語能力
が欠かせないことは我々の一連の研究で示した通りだが，その言語能力が英語でよいのかというこ
とさえ，それぞれの文化圏によって異なる。本稿では，複数文化圏での経験がよりグローバルに活
躍する人材を育成するために非常に有効に働くという実例の一端を示せたと言えよう。
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